
りんくう公園ウォークラリー 

 

環境活動演習 大塚班 
赤瀬真理、秋山恵奈、大北茉由、落合由佳、 

長田晴香、山本季帆、山本拳也（50音順） 
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今回の演習の目的 

 

 ウォークラリーを通して楽しみながら内海の生態系につい
て学んでもらう。 

 

 
 
生物の住居環境や食事についても考えてもらうことで 

環境について興味を持ってもらい、 

学ぶきっかけとする。 



前日までのスケジュール 

 5月16日 ＠りんくう公園 

りんくう公園管理事務所の方（田中さん）へ挨拶 

りんくう公園の下見 

スケジュールの調整 

今後の活動について話し合い 

 

 6月18日 ＠府大C5ラーコモ 

イベント内容の詳細決定 

役割分担 

 

 7月19日 ＠りんくう公園 

開会・閉会の挨拶確認 

対象となる生物・植物の決定 

 

 8月14日 ＠りんくう公園 

会場の整備 

仕掛けの設置 



当日のタイムライン 

 8：30 りんくうタウン駅に集合 

 

 9：30 受付開始 

 

 10：00 開会式とウォークラリーの説明 

 

 10：15 ウォークラリースタート 

 

 11：15 ウォークラリー終了 

 

 11：30 閉会式 

 

 12：10 片付け開始 

 

 13：10 片付け終了 

 

 



イベント内容 
 参加者：３～１２歳の28人の子どもたち 
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兄弟での参加 11/15組 



イベント内容 

 開会式 

 

・挨拶 

・ウォークラリーの説明 

・注意事項の確認 

・冊子の配布 

 



イベント内容 

 前日に仕掛けた網の引き上げ 

「コモンフグ」、「イソガニ」、「ウロハゼ」 

がかかっていた 

→子どもたちに間近で見てもらうために 

 水槽に入れて休憩室に持ち帰る 

コモンフグ イソガニ 
ウロハゼ 



イベント内容 

 ウォークラリー形式で生き物を探す 

              ・数が多い 

        条件    ・見つけたときに感動がある 

              ・触ることができる 

＜水中の生き物＞ 

 
ハゼ・イシダタミガイ・ 

イソスジエビ・カキ 

＜砂場の生き物＞ 

 
コメツキガ二・ハママツ
ナ・アナアオサ 



イベント内容 

 ウォークラリー開始！ 

 

子どもたちをＡとＢの2チームに分ける 

 一方は「水中の生き物」、もう一方は「砂場の生き物」 

↓ 

生き物を見つけたら配布した台紙にシールを貼る 

↓ 

20分間で場所を入れ替える 

 

※なかなか見つからない場合は一緒に探す 

⇒ほとんどの子どもたちがすべての生き物を見つけることができた 

・平等に生き物が見れるように
するため 
・子どもたちの人数を把握しや
すくするため 



コメツキガニを
捜索中・・・ 

イベント内容 

とても良い天気！ 

元気な子どもたちの 
一方でスタッフは暑さ
にばてていました…(笑) 



イベント内容 

 ウォークラリー終了後 

 

海辺の生き物を探した感想を共有 

→それらを切り口に環境についてみんなで話し合う 

 

 

「環境のためにできること」を「エコ宣言」として記録してもらう 

          ※この結果は後ほど！！ 



アンケートについて 

 対象：参加していただいたお子様の保護者の方（20名） 

 

 アンケート内容 

① どちらからお越しいただいたか 

② エコ宣言の内容 

  ※エコ宣言・・・お子様自身のエコに対する活動宣言 

③ 学生スタッフの対応について(5段階評価） 

④ 感想 



アンケート結果 

① どちらからお越しいただいたか 

大阪市平野区、富田林市、泉佐野市、泉南市、阪南市、泉大
津市、岸和田市、東京など 

 

② エコ宣言の内容 

「ごみをひろう」、「海にごみをすてない」、「生き物を大
事にする」、「砂浜を大事にする」 



アンケート結果 

③ 学生スタッフの対応について   
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平均：4.65 



アンケート結果 

④ 感想 

 生き物の生態を間近で見られて楽しかった 

 

 環境についての話がよかった 

 

 普段なかなか海に来れないので良い経験となったし夏休み
の宿題に使えた 

 

 丁寧な進め方であった 

 



反省点・改善すべき点 

 

① 想定していた時間配分通りにいかなかった 

 

② 話の内容がゴミ関連に偏ってしまった 

 

③ 子どもたちへの均等な配慮が足りなかった 

 

 



感想 

 環境活動を実践し、良い経験が得られた 

 企画することや伝えることの難しさ 

 普段の大学の講義では得られない経験 

 

 思い通りにいかないことも多く、自分たちの企画の甘さを
感じた 

 

 自分たちも楽しみながら環境活動を実施できた 



ご清聴ありがとうございました。 


